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	   報 告 者 氏 名
	岡田　正和

	大 会 名
	IODA WORLD SAILING CHAMPIONSHIP 2010

	開 催 地
	Langkawi, MALAYSIA

	大 会 期 間
	December 28, 2010 to January 08, 2011


	現地までの

旅程


	東京組　選手２名　成田→クアラルンプール→ランカウイ

福岡組　選手３名　福岡→シンガポール→ランカウイ　　

名古屋　コーチ　　名古屋→シンガポール→ランカウイ

※福岡組とコーチはシンガポールで、全員で合流はランカウイ空港で。

	　　旅行代理店
	　

　ＨＩＳ、郵船トラベル

	渡航費用
	　

エアー　＠116,000円（往復）程度

	　　

エントリー料


	選手１人４００ＥＵＲ

国代表、コーチ、チームリーダー＠４５０ＥＵＲ

	　　

一人当たりの

　　宿泊費用


	選手、国代表、コーチ、チームリーダーはエントリーに含む

サポーター　コンドミニアム　？？？

	一人当たりの

　　食費
	　物価も安く、地元の飲食店では一食２００～３００円程度。

選手分はエントリーに含む。

	　チャーター料金


	ＯＰ　大会期間中＠３７５ＥＵＲ　デポジット１００ＥＵＲ　事前＠３５ＥＵＲ/ｄａｙ

コーチボート　　＠１０００ＥＵＲ　デポジット１００ＥＵＲ　事前１００ＥＵＲ/ｄａｙ

	大会本部の対応


	　対応は非常に和やかな雰囲気でした。ボランティアのかたが親切でした。

　大会直前になると連絡が取りにくくなったようです。オフィシャルホテルが予約通り準備されていなかった。（ホテル側の問題か？）

	チームリーダーミーティングの様子、内容


	　アジアミーティングとＡＧＭ（全体）に分かれて３日間。アジアＭでは翌々のアジア大会地決定や役員選任、次のアジアの説明（約２時間程度）。全体では、翌々のワールド大会決定、クラスルールについて、各大陸大会の案内（２日間に渡り午前午後で約５時間）。各国とも積極的に話をしていました。（語学力不足でたぶん・・・という感じです）

	選手達の様子で

気をつけたこと


	　主に食事と体調について注意しました。

　海上での飲食料品を十分に準備する　陸上ではホテルの食事が合っているか、十分食事を取っているかに気をつけました。体調は、お腹の調子や気になることを毎日尋ねました。

夜は早めに寝るように。

	　食事に関して

　注意したこと


	生水は十分注意しました。氷がよくなかったようです。

ホテルの食事がマンネリ化し食べられないものもあったので、近くの飲食店で食事したり、インスタント食品を持込しました。海苔巻きおにぎりが一番うけていました。

ホテルの食事はホテル次第です。

	　セキュリティー

　に関して注意

　したこと


	　大会会場では、国専用のロッカーが設けてあり、カギを現地で購入しました。

整理すれば結構入りましたので、着替え、ボートカバー、セールパイプ他そこに入れました。

風見やマストロックが無くなった等の話を聞きました。

チャーター艇なのできちんと返却する必要があり、気をつけて保管しました。

	　荷物に関して

　工夫したこと


	　セールは試合用をボイド管で、予備を軽く畳んで機内持込しました。

試合用のボイド管が到着しなくても困らないようにしました。工具や予備ロープはできるだけ少なくしました。



	　日本との通信

　状況、手段


	　会場、オフィシャルホテルとも無料の無線ＬＡＮでしたが非常につながりにくく、スカイプやメールに関しても苦労しました。一部の携帯は良好でした。

	　他国チームとの

　国際交流の実施


	　大会期間前半はあまり交流が無かったようですが、徐々に話しかけてくる選手や他国選手に話しかけて行ったようです。閉会式は盛んに交流している様でした。

Ｔシャツ交換や小道具が活躍しました。

他国の選手はｆａｃｅｂｏｏｋやＴｗｉｔｔｅｒを盛んにやっています。

	　持参した

食品、医療品等　


	さとうのご飯、味付のり、レトルト食品、ポカリ粉タイプ、インスタントスープ、カップ麺、お菓子各種、

風邪薬、傷薬、整腸剤、下痢止め、のど飴、テーピング、

	　次回参加者へ

　アドバイス
	　大会が準備する昼食は十分なものではないので、おにぎり弁当が一番と思います。お米と炊飯が大変ですが、もし準備できればいいと思います。

海外の選手とＴｗｉｔｔｅｒやｆａｃｅｂｏｏｋで連絡が取れるように準備しておくことをおすすめします。メールアドレスの交換もいいかもしれません。

メンタルトレーニングをおすすめします。海外で帆走している自分を想像するだけでもいいと思います。

	ＪＯＤＡへの要望
	　会議への準備ができていなかったこと。英語ができる方がいるほうが望ましい。

アジアＭやＡＧＭでの予備知識があったほうがよかったです。



	　
その他


	　


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

